
自転車指導啓発重点地区・路線（瀬戸内警察署）

令和７年４月

重点路線：県道瀬西大寺線 （邑久駅南交差点～邑久中学校入口交差点までの間）

選定理由
・ 沿線には、小・中・高校が所在し、自転車利用の学生が多く走行してい
るほか、一般の自転車利用者の通行も多い。

・ 通勤、通学時間帯では、歩道通行や並進する自転車が多い。
・ 邑久駅や沿線の商業施設を利用する一般の自転車利用者も多く日中でも
自転車の通行が多い。

・ 県道瀬西大寺線付近では、自転車が関連する事故が多く発生している。
（瀬戸内署管内過去３年中自転車の関係する事故が２４件発生、その内
６件が当該路線で発生）

・ 邑久駅南交差点、尾張交差点付近で交通
事故が発生している。

・ 尾張交差点付近では、令和６年６月に重傷
事故１件が発生している。

・ 事故類型では、６件中３件が出合頭の事故
である。

重点路線
邑久駅南交差点

邑久中学校入り口交差点

自転車の関係する人身事故発生状況（過去３年６件）

地理院地図Vector（出典：国土地理院）を岡山県警察が加工して作成。


